
 

 

 
 

 

 

 

 
 

こども環境学会・エデンプロジェクト・センサリートラスト・英国南西イングランド地域開発公社 共催 

英国と日本の自然環境施設から学ぶシンポジウム 

「アスク・プロジェクト、エデン・プロジェクト」 

 

 

 

 

 

 

 

こどもたちの健全な成育に重要と言われる自然環境や自然とのふれあいの機会の減少は、日本ばかりでな

く、重要かつ国際的な課題となっています。今回こども環境学会は、おなじ検討課題を抱える英国の環境

NGO センサリー・トラストと共同して、日英両国で、障害児と健常児に、身近な自然環境施設へ訪問およ

び施設の評価をしてもらう調査研究事業「アスク・プロジェクト（Ask Project）」を実施しました。また、

英国の環境教育植物園「エデン・プロジェクト」は、植物とひとの生活の関わりを学ぶことをコンセプト

としてつくられた、世界最大級の温室バイオームをはじめ、大変ユニークな自然環境施設として、世界的

に注目されている植物園です。 
 
両国での共同調査プロジェクトおよび英国の自然環境施設の優良事例から、2 カ国に共通した、また異なる

状況や課題、問題を、英国そして日本の多くの方々と一緒に考え、議論を深め、こどものためのよりよい

環境づくりに向けての提言をまとめたいと思います。 
 
日時：2007 年 12 月 2 日（日）9 時 30 分～16 時 30 分 

会場：昭和女子大学 本部館 3 階 大会議室 （東京都世田谷区太子堂 1-7） 

対象：こどもの環境、教育、自然、植物に関心のある方はどなたでもご参加ください。 

会員以外の方も歓迎です。（定員 250 名） 

参加費：1,000 円 （懇親会費は別途かかります） 

 

主催：こども環境学会、エデン・プロジェクト、センサリー・トラスト、英国南西イングランド地域開発公社 

後援：文部科学省、環境省、国土交通省、東京都建設局、日本環境教育学会、(社)日本建築家協会、 

(社)日本植物園協会、ブリティッシュ・カウンシル（以上申請中・順不同） 

協力：ビオシティ、大和日英基金、グレイトブリテン・ササカワ財団、国際交流基金 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

エデン開園前（下）、後（上） 

   

写真：エデン・プロジェクト（上・中央部 2 点、下部左 4 点）、アスク・プロジェクト（英国：下部右上 2 点、日本：右下 2 点） 



シンポジウムスケジュール 

9:30-9:40 挨拶、趣旨説明：仙田満（こども環境学会会長） 

9:40-12:00 アスク・プロジェクト‐日英自然環境施設調査プロジェクト 

○調査報告 

・英国調査 リンジー・ロビンソン、スチュワート・スパーリング（センサリー・トラスト） 

・日本調査 仙田考、張嬉卿（こども環境学会） 

○ディスカッション（約 30 分） 

シンポジスト：リンジー・ロビンソン、仙田考ほか 

13:00-16:20 エデン・プロジェクト‐英国の環境教育植物園 

○挨拶 白川洋輔（エデン・プロジェクト） 

○基調講演（各 60 分） 

・エデン・プロジェクトの成り立ち、現在、将来への展望 

  ジョージ・エルワージー（エデン・プロジェクト運営部長） 

・エデン・プロジェクトにおけるあそび・学び環境～すべてのひとに向けて 

ジョー・エルワージー（エデン・プロジェクト教育部長、博士） 

○ディスカッション（約 50 分） 

シンポジスト：ジョージ・エルワージー、ジョー・エルワージー、岡島徳岳（日本植物園協

会会長）、小澤紀美子（日本環境教育学会会長、こども環境学会理事）、進行：仙田考 

16:20-16:30 まとめ：仙田満 

17:00- 会終了後、懇親会 （シンポジウム参加費と別途かかります）              （上記敬称略） 
  

「アスク・プロジェクト」英国調査担当プロフィール 

リンジー・ロビンソン氏（Ms. Lynsey Robinson） 
センサリー・トラスト ユニバーサルデザイナー（Sensory Trust, Inclusive Designer） 

リンジー・ロビンソン氏は、ユニバーサル及びソーシャルデザインを専攻し、持続可能性のための 3D デザインを学び、エデン・プロジェクト

での展示デザインを経てセンサリー・トラストに加わる。ユニバーサルデザイナーとして、持続可能性の社会的側面の更なる理解を深める

様々なプロジェクト（ナショナルトラスト・エデンプロジェクト等での障害者への情報づくり、緑環境のデザインや運営への助言・サポート・講

義・本出版等）に携わっている。今回のアスク・プロジェクトのプロジェクトリーダーである。 

 

スチュワート・スパーリング氏（Mr. Stuart Spurring） 
センサリー・トラスト インフォメーションデザイナー（Sensory Trust, Information Designer） 

スチュワート・スパーリング氏は、太平洋地域メディアセンター事務局のボランティアとして、フィジー障害者協会のためのアクセス情報の

デザインプロジェクトを経、2006 年、アクセス情報プログラム担当としてセンサリー・トラストへ加わる。アクセス情報の欠如は、障害者を含

むすべてのひとにとって屋外空間利用を妨げている最も大きなバリアーのひとつであり、一層の整備推進が求められる分野である。 

 

「エデン・プロジェクト」基調講演者プロフィール 

ジョージ・エルワージー氏（Mr. George Elworthy） 

エデン・プロジェクト運営部長（Eden Project, Operations Director） 
ジョージ・エルワージー氏は、ロンドンとコーンウォールのサービス業界に管理職として従事。その後 2000 年 

に税理マネージャーとしてエデン・プロジェクトに加わり、同年 9 月に運営部マネージャーとなる。2002 年、フェ 

ーズ 4 のプロジェクトマネージャーとなり、1 年後アシスタントプロジェクトディレクターとなる。2007 年に運営部長 

に就任。ジョーと共に今回初来日。なお本講演は現地スタッフによる日本で初の一般公開のエデン講演会となる。 

 
ジョー・エルワージー博士（Dr. Jo Elworthy） 

エデン・プロジェクト教育部長（Eden Project, Director of Learning） 
ジョー・エルワージー博士は、生物学を学び、植物生化学の専門家となる。その後の植物学、園芸学の講 

義経験が、BBC、チャンネル 4 の生涯教育科の 100 回ものゴールデンタイムのテレビの園芸・自然史番 

組制作に繋がった。関連分野の一般・子供向けの本の執筆もしており、国際的に販売されている。エデン 

プロジェクトへその発端から関わっており、開園初日からメッセージを伝え続けている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
ウェブサイト：エデン・プロジェクト：http://www.edenproject.com/ センサリー・トラスト：http://www.sensorytrust.org.uk/  

 

 

●交通 

東急田園都市線三軒茶屋駅から 

大学正門まで徒歩約 8 分 

正門から本部館 3 階大会議室まで

徒歩約 3 分 

●車でのご来場はご遠慮ください。 

- 会場案内図 -  

お問合せ こども環境学会事務局（中山） TEL/FAX: 03-5734-3163 E-mail: info@children-environment.org 


